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1．序

（1） は じめ に

　平成 7年 1月 17 日発生 した 阪神 ・淡路大震災はあら

ゆ る 産 業 に被 害 を も た ら し た が，商店 街 と並 ん で小 売市

場の 被害はと りわけ甚大で あ っ た 。 神戸市の 小 売市場は

そ の 71 ％が 昭和 29 年以前 にで き た もの で ， 震災前に

は 50 年以上の 年月 を経 て お り，老 朽化 した 木造建築が

多か っ た た めで も ある 。 そ の 後，小 売市場の 復 旧 ・復 興

に 向 けた 様々 な取 り組 みが な され て き た が，店舗共 同化

を行 い 再建 した 市場が 見 られ る
一
方，平成 14 年 の時点

で ，神戸市経済局 が 披害大 と認 定 した 41 市場 の う ち 2
1 市場が解散 して い る．

　しか し，小 売 市場は 関西 特有 の 商 業 形 macnで あり， ま

た社会的機能 を終 えた との 判断を さ れが ちで，従来から

小 売 市 場 を専門 とす る研 究者が 限 られ た こと か ら，そ の

再建に関して の 研 究は 数少 な い
1）di）。

　
“
庶 民 の 台所

”
と して 長年にわ た っ て 地 域 の 暮 ら し を

支 え る だ けで な く，地域の コ ミュ ニ テ ィ の
一角 を担 っ て

き た こ とか ら， 今 後 の地 域防災力の 維持向上を考 え る上

で そ の 復興過程 を整理 し地 域 にお け る 役割 を 明らか にす

る意義は高い 。

につ い て 考察 する こ とを 目的と して い る 。

　震災の 実態 に つ い て は，神戸 市で 再 建 を果 た した 14
市場の 理 事 長や 副理事長とい っ た 申心 的 メ ンバーを対象
に再建 の 経緯 につ い て ヒア リン グを行な っ た n。震 災前
の 実態 に っ い て は，ヒア リン グに加 え ， 神戸市発行の 広

域商業診断及 び市場連 合会発行 の 年史等 の 文献 によ っ て

把握した C「’tSt。

2 ．神戸市の小売市場の歴史 とそ の役割

（1）神戸市の 小売市場の歴 史

　図 1 に よ れ ば，神戸 市内の 小売市場 の 全 体で 71 ％ が

昭和 29 卑 以前に 駆設されて い る。つ ま り，震災齪に は
50 年以上 の 年月 を 経 て お り，店舗の 老朽化 や 後継者不
足とい っ た様 々な 問題を抱えて い た と考えられ る。

o鏨　 　 20×　　 　 40鑑

四 平成 　　　 　 ee　NA

60X

3 （件）

（2）研究 の 目的と方法

　本研究で は 神戸 市内の 小売市 場 の 被害実態 と再建 プ ロ

セ ス を 明 らか に す る と と もに，今 後 の 地 域商業 の あ り方

80瓢　　　100x
圃 戦前　　　　日 昭和 20 年代 回 昭和 30 年代
  昭和 40 年代 口 昭和 50 年代 固 昭和 60 年代

図 1　神戸 市の 小 亮市場開設時期 （神 戸 市経済局 調 べ ）
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　また，そ れだけで な く大 阪 の よ う に開発業者が 用地 を

確保 し建物を設け， そ の 後小 売業者を集め る と い っ た様

な計画的に開設されたもの は 少なく，神戸市で は個店が

徐 々 に 集まり自然発 生 的に 形成 されたも の が多 い 。 図

2 ・図 3 を見 る と約 6割 の市場が店舗兼住宅 で あ る他，
建物が個人所有で 用地が賃貸とい う複雑な例もあり，権

利関係が 入 り組ん で い る た め，近代化，共同化な どの 事

業を進め る上で のネ ッ ク とな っ て い た。

傭 20瓢 40％ 60％ 80魅 100瓢

災前の 活性化へ の 取 り組み も，個 々 の 店ごとの 立場 の 違

い が存在 し，図 6 に示す様 に
“
ヒ ト・モ ノ ・カネ

”
そ れ

ぞれの 局 面 で 合意形成 の 阻害要因が あ り，震災前か ら小

売市場の 構造的問題 とされ て い た。
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図 4　神戸 市内 の小 売市 場 窒 店舖 率の推移
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図 2　各区別 に見 た小売市場建物所有形態
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図 5　神戸 市 内の 小売 市 場 空店 舗 活用 状 況
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（2）成熟期から衰退期へ

　小売 市場 は，昭和 30 年代か ら 40 年代に 成熟期を む

か える が，そ れ 以 降，スーパ ー ・マ ーケ ッ トや コ ン ピニ

エ ン ス ス トア 等 の 大規 模資本 と の 過 当競争 の 宋，衰退 期

を迎え る 。 こ れは，図 4 の 小売市場 の 空店舗率を見る と

明 らかで，昭 和 52 年に 比べ る と，平成 5年 の空店舗率

は 4倍以上 とな り，市場が昭和 50 年代以降，厳 し い 状

況 に 置か れ て い る こ とを示 して い る
t4〕。

　 また ， 図 5 に示す空店舖 の 活用状況 を見 る と， 「放

置 」 が 7 割超 と圧 倒 的に 多い 。 有効利用 で は 「そ の 他」

利用が多い よ う に見 られる が ， そ の 内訳 は 住宅利用 や ，

市 場 事 務 所，倉庫な どで ，他店利用，休憩所等の 顧客向

け実質利用 率 は全体 の 8％ に達 して い な い。そ の他，震

・配置 計画 をめ ぐる確執

・複雑な所有形態

・
職住近接性の低下

・資金 調運力 の低下

・多角化・多店舗 化

へ の 展開 の遅 れ

・寃上 規模 の僖 遮

図 6　合窟形成の阻害要因

（3）小売市場の 果 た して き た役割
　衰 退 傾 向 に あ る小 売 市 場 だが，　 「地 域の 台所1 と い う

地域商業機能を果たす過程で，地域社会 にお い て は無視

で き な い 多様な役 割 を担っ て い る の も事実で あろ う。

a） コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン の 場
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　対面販売の市場では，店主 と顕客が 日常生活 の い ろ い

ろな 会詣 を交わす 。 地域社会で 重要なコ ミュ ニ ケーシ ョ

ンの 輪が小 売市場で は今 も存在 して い る。

　店主が 「会話する の が楽しみ で ， う ち に来 は るお 年よ

り も い る亅 と述 べ るよ うに，市場は 人と 接す る機会が 減

っ た高齢者の よ りどころで もあ る。
b） 防 犯機能

　昼 問，成人男子 は殆 ど仕事 に出 か け て 不在の 状態だが ，
労働 の 場 で あ る小 売市場に は多くの 眼とマ ンパ ワーが あ

り，人的監視が防犯面の 抑止力として も貢献して い る 。
さ らに，小 売市場全体で 熱心 に防犯活動 に取 り組む 事例

もあ る 。
C） 日常防災機能

　か つ て 地 域 の 防災 を支 えて い た 消防団だが
， 現在 で は

そ の 機能は 防災訓練 ・予 防と い っ た と こ ろ に 主 眼を 置 い

てお り， 団員の サ ラ リーマ ン 化が 進む こ とで，常に 地域

に い る とい っ た状況で はない。一方，小 売 市 場 は 自警団

員
・消 防 団 員の 中核 を な し，そ の 職住近接性を活か して

火災初動期 に お ける 即応体制 を確 保 す る 等 の 形 で 地 域 の

防災力を支え て い る。
の 非 常 時 防災 機 能

　日常防火 の みな らず，た とえ ば阪神 ・
淡路大震災 で 焼

失 した 東 灘区 育 木 市 場 で は市場 の 人 達が 協力して地域 の

消火支援 に 当た っ た とい っ た報告
ω

も あ る。緊急 時 に お

い て も 日常 防 災 磯 能 を 引 き継 い で 機能する こ と が 期待 で

きる 。

3 ．神戸市内の小売市場の震災被害と再建動向

（1）小売市場の 震 災被害の 実態

　表 1に よ り区単位で 震災被害を 見 る と ， 大 火災 の あっ

た畏 田区 で 小 売 市 場 の 全体 被 害 率 も高 く，倒損壊率 で は

東灘区， 灘区，兵庫区で の 被害が大きい。これ らの 地域

は戦 前 に設 立 され た 店舗 が 多 く，建物の 老朽性が被害 の

大 き さ に結び つ い て い る と考えられる。全 体 と して は倒

損壊 に よ る 被害 が大 き い が ， 長 田区で は 倒損壊率 44 ．
0％，焼損率32 ．7 ％ と焼損に よる被害も大き い 。
　神戸 市経済 局 で は，市場 ， 商店街を 対藻に 独自に こ の

よ うな被害判定調査を実施 して 公表 して お り，市場組織

ごと に 「被害大 」 と 「被害小 亅 に 分類して い る。半壊 や

半焼 は被災率 に 算入 して い な い が，そ の 後 の 復 興 に 関わ

る行政側の 指導 や 支援制度の 認 定 にあたっ て こ の独 自基

準 が 判 断 の よ りど こ ろ として 使われ て い る 可能性が 高 い

ため，本研究で は 今後 この判定結果 を準用して 考察 を進

め る こ とに したい 。 東灘 区 ， 兵庫区 ， 長田区で は 5 割以

上の 市場が 「被害大 亅 と認 定 され て お り被害が 大きか っ

た 。

表 1　 小 売市場の被災状況 （平成 7 年 1 月 23 日）

　ま た，図 7 ・図 8 に 示 す被害の 大 き さ とその 後の 組合

解散状 況の 関係 を 見 る と，地 震被害の 小 さか っ た垂水

区 ・西区 ・北区 を含 め て ， 全 く市場の 解散が なか っ た区

はな く，震災被害に 関わらず小売市場経営の 難 しさが う

か が える 。 さ らに ， 図 9を見 る と ， 被害が 大きか っ た市

場を抱 え る 東灘 区，長 田 区 で は解散率が高 い。後 背 地 と

なる居住地自体が被災 して 失われ た事が 関係 して い る と

考 え られ る。中央 区 ・兵庫区 に お い て 解散が 少なか っ た。
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図 7　 震災被害が 小さか っ た 市場 の 組含 解敵 状 況
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図 9 　臨海 6 区 に おけ る震 災 被謇 と組合 解散 率
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理由と して は ， 他区 と比鮫して 商圏が大きか っ たためと

考 え られ る。灘区 に お い て 「被 害小 亅 の市場が 多く解散

して い る の は，震災以前から衰退 して い た小 売市場が，
震災を き っ か け と して 将来へ の 展望 をな く して解散した

も の で あ ろ う。
（2＞市壗 再建 の 傾向

　前項 の 調 査で 「被害大亅 と判定 され た 41 市 場 の うち，
本格営業を 再開 した 19 市場 に着目 し，復興事業手法 と

販売方式の 変化の 点か ら分類 した 。 市場 の販売方式は対

面式が主流だが，消費者意識の 変化と効率化追求に伴 い，
近 年で は建物 の 共同化 に あわせ て ，セ ルフ方式C3〕に変更

する 指導が な され る 事が 多い。こう した販 売 方 式の 変化

を建物自体の 事 業手法 ごと に，pa　10 に ま とめた 。 事業

手法で は 優 良建築物等整備事 業 で の 再 建 が，販 売 方 式 の

変化で は セ ル フ 方式 に 移行 した市場が 多か っ た こ とがわ

か る 。

自己 補修

臼己 再 建

優建

住市総

再闢発 （第1種 ｝

再鬪 発 （第 2種 ）

0　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6
（件）

回 対 面一対 画 ■ 対 面 噂 セル フ m セル7→セル フ

図 10 　事業手 法別 にみ た 販 売方 式の 変化 （19件）

　そ の 他 ，販 売方式 の 変化 と震災前後 の 店舗数に も関運

性が見られた。販 売方式の 変化で 最 も多 く用 い ら れ たセ

ルフ 化は，震災前店舗数が 20 か ら 40 で あ っ た 市場で

行われ，40 店舗以上 の 市場で セル フ化 した 市 場 は な い。
セ ル フ 化 の 性質 上，店 錨 数が 多 す ぎ る と一

業種
一

店に 絞

り込む セ ル フ 化手 法が適用 困 難なためで ある．図 11 よ

り震 災 前 後 の 店舗数 変化 を見 る と，ど こ の 市場も震災後

に は震災前の 店舖数の 1／ 3 程度 に減少して い る 。

　また 神戸市全体で見 て も，平成 9 年の 調査で は，再開

率が 59 ．4 ％ （神戸 新聞 情報科 学研 究所嫺 ぺ ） とな っ

て お り，多 くの 商業者が 震 災を き っ か け に 廃業 した こ と

が分 かる。
（3）行政の 支援体制

　　小 売市場 を支援す る 立場に ある 神戸 市，兵庫県 な ど

地 元自治体 と国 は，小 売 市場 の 再建 に どの よ うに と りく

んで きたの だろ うか。神戸市の 商業政策を担当 する商業

貿易謀で は ， 震災直後から課長以下の 職員が，バ イ クや

自転車で 小売市場など商業施設 を見て 回 り，被害の 大き

さ を把握 して い る。そ の 後，神戸商工 会議所 と と も に

「商店街，小 売市場復興支援チー
ム 亅 を組織 して 巡回 し，

中小 商業者 の要 望 を聴 く一方，彼災状況 に応じた相談 業

務を行 っ た。こ れ らの 取 り組み を踏 ま え，共同仮設店舗

の 補助，営業再 開資金 に対 す る利子 補給，コ ン サ ル タ ン

ト派遣に よる復興翫画策定調査など
一
連 の 支援策を講じ

た。また ， 平成 7年 4、月 に兵庫県とと も に設 立 した 「阪

神 ・淡路大震災復興基金 亅 を活用 し，中小商業者が空き

地 を使 っ て飲 食 店 な ど を 開 く際 の 補 助事 業 な ど，きめ細

か い 支援策を打ち出 して い る 。 中心的な支援事業として

は ，　 「商店街 ・小 売市場共 同仮 設 店 舗緊 急対 策 事 業 j
「災害復旧高度化資金」 ，

「優良建築物等整備事業亅があ

げられ る ！S，。

4 ．再建の実態と現状

1009080
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■

Oo
（樋 ）

20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　　100

　 　 　 震災前店舗数

（1）ヒア リング調査対 象

　今回， r再建し た 市場亅 を 「饅災で 多大な被害を受け ，

敷地 を更 地 に した 上 で 再 建 を果 た した 市 場 亅 と定 義 し，
先 ほ どの 19 市場か ら再建 された 14 市場をまず選 び ，

これ にセ ル フ化 に よ り自己 再 建 した，宇治川 商業市場を

加えた 15 市場 を ヒア リ ン グ対象 と した。これ を表 2 に

示 す。自力 補修 に よ り，従来 どお りの 対面式販売で 復興

した 4 市場に っ い て は ， 調査対象 か ら除外 した to。

　　　　　表 2　 ヒア リン グ対 蝕市場一覧

，
噂

川
セル フ セルフ

住宅市街地総合瓣 業 長田公設市場
月見山公設市場

自力再建 虹彩｛旧：丸五 市場）

菅原市場

新甲南市場

優良建築物鯛 備事巣 みさき（旧：金 　 　 〕

セルワ 御齢 市煬

住宅市街地総合支援學巣 鰰

糲 市街  粟（市施行） 腕 塚食材〔旧 ：丸ぱ 市場》

市街 地 再開発 亭薬（組合等施

　　　　　行》
湊川グルメ

畏田中央小売市場
優良建築物等贓

三 角マ
ー
仍 ト

焔
市街地 再開発事粟（組合等施
　　　　　 行｝

ショッピングモ ー
ルパ ＝工 商店

　　 会 （旧 ：八幡市場｝

湊JI中央’1涜

セル フ → セル フ　Q 対面→セ ル フ 　■対面 → 対面

図 11 　 震災 前後店舗数か ら見 る 業態 変 化の傾向

（2｝再建事業手 法

　小 売市場関係者 は，予 期せ ぬ震 災に よ り再建問題に 直

面 し．そ れ まで 先延ば し に して きた様々 な課題と向き合

わざる を えな くな っ た。再 建に あた り，震 災前 の 複雑 な 権

利 関係 を処 理 する ため に，そ れ ぞ れ 思惑 ・立場が違 う人
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に選択肢をっ くる 必要性があ り， 白地地区で は都市計画

的 な手続 き を必要 と しな い 優良 建築物等整 備事業が 使わ

れ た。

一
方，再開発事 業，区 画 整 理 事 業ある い は住宅市

街地総合支援事粱等 の 区 域設定が なさ れ た 市場で は ， 再

建 に あた っ て そ れ ぞれ の 補助制度 の 適 用 を受 ける事 がで

きた e

　被災 した 小 売市場店主 の 選択肢 と して は，廃 業 と継続

に大別で き るが，さ らに い くつ か の選択肢が存在 した．
a｝　廃業の ケース

・後継者難，高齢化によ り，住宅だけを取得。
・住宅を別 途に所有して い るの で 土地を売却 。

』

・住宅 を別 途 に 所 有 して い る の で ．住 宅 の 権 利 を取 得 し

て 賃貸にす る。
b） 営業継続の ケース

・店 舗を 補修，再 建して 従来どお りに 営業す る 。

・セル フ 販売方式の店舗で再建 。

・新た に 資金 を調 達し て ，借地等に 店舗を建設する 。

（3）再建過 程 に闌 わ る不満

a）ほ とん ど の 仮股店舗 にお いて ， 2年 目以 降は 貊題 性 も

　薄れて 客足や売上が 止 ま っ て し ま い，厳 しい 経営が 続

　 く．従来か らよ ほ ど集客力が あっ た市場で ない と順調

　 な運 営 は 困難で ある。
b｝上 層階 に 住宅を 併設 した事例で は， 「柱 が 邪 麗 に な

　 る 」　 「リニ ュ
ー

ア ル し に くい 亅　 「管理経費が か か る 」

　との指摘が共通 して出 された。
c）土地 区 画 整理 事 業地 区 に指定され た 市場で は，　 r地 域

　 コ ミュ ニ テ ィ が失われ た 」 「商業を集積 して 欲 しか っ

　た亅 との指摘が出された 。

の 市街 地 再 開発 事業で は ，　 「事業長期化 に よ る意欲の 低

　下 亅 が指摘され た．地域が高齢化傾向 に ある 中，事業

　 の 長期化 が 商人に 与え る影響は大 き い。また ， 再開発

　周辺の 再建市場で も再開発計 画 が 地 域 商業 へ 与 え る影

　響に つ い て危惧 して い る。
e）自力再建した市場は，建物に対す る 不満 は 聞か れ なか

　っ たが ， 敷地 が 狭い とい う指摘が あ っ た。
f）敷地が 狭か っ た 市場は，震災後 の 1 階面積 が 小 さ く，
　 パ ッ ク ヤードを別 棟や 2 階 に 配置せ ざる を得な く なっ

　 た ケー
ス が見 られた。

g）対 面 で 再 建 した 3市場は，再 建後空店舗を 抱え た状況

　 が 継続 して い る 。 これ は 事業意欲 は 小 さ い が 営業権 だ

　 けは確保 しよ うとする思惑と重なる。
h）多店舗展開 して い るテ ナ ン トで 埋 め た シ ョ ッ ビ ン グモ

　ールパ ニ エ に，旧八幡市場か らは 6 店舗テ ナ ン トとし

　 て 入 っ たが，すで に 2 店舗退店 して い る 。現在 も立 場

　 の 違 い か ら個店 経 営者とは，営業 日や 休 日問 題 で もめ

　続けて お り，共存する 難 し さを感 じる 。

り有利な条件 で 再建事業が進められない 点が背景にある

こ とは見逃せ な い。
　 「商業 コ ンサ ル タ ン トに説 得された」は ユ 1 ％だが，小

売市場近代化 に関わ る商業専門家 は数少な く， 神戸で は

特定の コ ンサ ル タン トが大部分 の 再 建プロ ジェ ク トに 関

わ る と い う寡 占状 態 に あ る。実際 には行政 （神戸市経済

局） と 表裏一体 の 閼 係で 事 業が進 め られ て い る と い う現

状 が あ るた め，行政の 助言内容 と実質的に は変わ らな い。

　「自発 的 に行な っ た亅とす る 意見 は 11 ％ある 。 こ れ は，
商業者が従来型 の 対面方式で 再建して も消費者に 受け入

れ られ るか どうか 不安，ある い は新たな顧客 を増やせ る

か ど うか に 不 安 を感 じ て い た こ とが 原 因 で あ る。こ う し

た不安に加 え．上記 の よ うなセ ル フ 化の 利点が，セ ル フ

化へ 踏み切 らせ た原動力 とも い え る。

O男 20x 40X 6DX 80X10 礦

（4）販 売方式の 変化 （セル フ 化）が 進ん だ理 由

震災を 機にセ ル フ化を行 っ た市場は，調 査 した 中で も

14 市場中 9 市場 で あ る。で は，何放セ ル フ 化が 進ん だ

の か ？　図 12 に 示され る よ う に，「行政に 説得さ れた」

22 ％，「行政に 再 建を持 ちか け た と こ ろ 勧め られ た」5

6 ％ と，8割近 くが行政の 働きか けに よりセ ル フ化 に至

っ て い る。こ れ は 中小企 業 高度 化資 金 の 運 用 上 個 店 が 協

同組織を 設立 し，パ ッ クヤ
ー

ドなど建物 の 共同化，決済

シス テ ム の
一

元化な どセ ル フ化へ 向 か う事 が有利 と な る

様な支授 プ ロ グラム に な っ て い る こ とが 背景に ある ．セ

ル フ化 しな けれ ば，高度化資金 の 適用を 受け られ ず，よ

■ 商繋 コ ン サルタン トに説得 された

目 行政 に 脱褐さ れた

囗 行政 に再建 を持ちか けた と こ ろ、勧め られ た

皿 自発 的に行 っ た

図 12 　 セル7 化を姶 めた理 由

（5）セル フ化政策の 論点

a ）セ ル フ 化 に は行 政 の イ ニ シ アテ ィ ブが 存在 した。
b）小 売 市場 再建に は ， 限 られ た商業 コ ン サ ル タン トが従

　事 して お り，似 通 っ た再 建 手 法 によ り再 建 の効率 性が

　重 視 されて い る。
C｝市場関係者が ， 再建にお い て 重要視 して い た の は，
　 コ ンサルタン トの 指導，助言で あ っ た。再建直後は事

　業と して の 達 成感 か ら再建で きた こ と に満足す る もの

　 の ，数年後 に コ ンサ ル タ ン トが 設 定 した 高度 化 売 上 目

　標 値 が高 す ぎて 到達 で き ない 状況 に直面 し，不満 を も

　 らすケース が見 られ る。
d）セ ル フ 化で は，事 業で の 参加枠が 定め られ る 。 そ の 為，
　共同店舗に 参加で きな か っ た 者が嫌 が らせ をす るな ど

　 の 問題 も発 生 して い る。

（6）再建 ス ピー
ドに つ い て

　小 売業で は，い か に早 期 に本 格 再 建 を 果た して ， 仮設

店舖か ら事 業 経 営 を軌道 に の せ る か が 復興 に 際 して の 大

きなポ イ ン トとな る。従 っ て こ こで は ， ヒ ア リ ング か ら

導 か れ た再建促進要 因 を表 3 に 示 す 8 つ の 項 目 に 集約 し

た 。

　　　　　　　表 3　再 建促進要 因

　 こ れ らは震 災 前 と震災後 に 大別 され ，事前要因 と して ，
建 替 え や セ ル フ 化の 検討が 行わ れ組合員の 理解がすすん
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で い たか どうか，事後要因と して は，被害程度，都市計

画事業区域 へ の 参入，補助制度 の 活用，合意形成 の 容易

性，販 売方式の変化，リーダーシ ッ プの 有無 とい う 6項

目 とな っ た。

　次 に こ の 促進 要因が 実 際 の 再 建期 間 を説明 し うる か ど

うか につ い て表 4 を用 い て要 因 の 得点化を行 い ．再 建月

数 との 関連性 を検証する こ と に した。検証 の結果 は 図 1

3 に示 され る。図 13 から得点と実際の 再 建月数 との相

関係数を も とめたと こ ろ，0 ．92 と い う結果が で て お

り ， 実際の 再 建月数と 再建促進評価得点よ り求め た結果

が 近 い こ と か ら 当 初の 8 要因の 確か らし さ が裏付けられ

た。

表 4 　再建期間と再建促進要因の整理

貧災前の 毀因 騒災の要因 靂製後の 翼因

            　 　　　   

順
位

震災前より連

曹えを検討し

　 て いた

震災前よりセ
ル

己黷
討

更亀にせね
ぱならめ 巨ど　　　　 　 都市計田串

躑 闘 ・
粟
騰 倉

ら
串粟手法 によ
　 る違い

震災後 地権

者の合意に
時面がかから

　 かった

眩兜方式の

　 寵化

耡 変化 へ

の り一ダー
シップがあっ

得京

霊災から再躔

寉で1：かか，

　 た期闘
｛再逾月蚊）

1 見山公 o x 715
2 治川簡 x 0 x o ◎ O o 一 6 4
2 シ ョ ッピング暦

一
ル パニ ＝商　会 一 o o X O o x 632

4 田公 設市墳 X O 0 △ O o 一 5謁 38
5 新 踊纏r場 x X 0 O △ O X O 4渇 糾

5 虚センター宿場 △ X 0 △ △ X o 4．539
5 田 　喪小発市 峨 △ 一 O o △ △ 一 45 56
3 ＝　マ　　　ト x x o O △ △ o 一 47
9 湊川 　　’暁 癬 O x x O x △ 0 一 3．563
10 み さき‘旧 ：金 O x x x △ x 一 2．558
10 測 81ヴルメ o x　 ． x O x △ x x 2，563
10 x x o x o △ x x 2570
10 虹影 ‘旧 ：姻 市煽 ⊃ △ x X o x x ． x 2，590
14 腕焜　 　【旧 ：丸は X x 0 x x △ x x 1586
14 智麟 　堝 X x x x △ x x x 1．598

　 　 　 　 　 冊点の つ け方

  ；2点 O ：1点 △ ：α 5畠として 裸点した
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（1）震災復興と小売市場セル フ化政策の展開

　多 くの 小 売市場 がセ ル フ 化へ の 移行で 樽 建を 果 た して

い る 実態 が 明 らか に な っ た。 セ ル フ化を一言 で い え ぱ ，

従来の 小売市場の 個店経営として の 枠組 み をあ る 程度維

持 し な が ら ， 組合 へ の 参加と い う形で ，明確な 役割分 担

を行 い 集団経営 を 目指す こ とで ，戦 略 的 思 考 に もとつ く

事業の 近代化 を はか る も ので あ る。

　小 売市場 で は，昭 和 46 年か ら 平成 10 年 に至 る まで ，

常 にス
ー

パ
ーを敵対視し，そ れ に対 す る競争力を強化す

る た め に 「効 率 化 亅　「品 揃 え 亅
ω に 焦点が 当 て られ て き

た。対 策 と して は，46 年の 時点で はポ ラ ン タ リ
ー

チェ

一
ン 化 （VC 化）を推進 して い たが ， 昭和 59 年 に は一

部

セ ル フ 化 と い う動 き が見 え始 め．平成 6 年 に は対策とし

て セルフ化構想が提示 され る よ う にな っ た 。 平成 10 年

で は，セル フ 化 が 実現段階 に 入 っ て い た とい え る。メ リ

ッ トとして 上 げられて いる のが以下の 3点で ある 。

  限られ た面積で も立体陳列 に よ り品揃え が豊富

  若年 層 の 取 り込 み に よ り顧客 の 増加が期待

  販売員の 省力化に よ り人員配置が効率化 し ， 経営者 に

ゆ と りが 生 まれ る

（2）セル フ化 の待失

　
一
方で ，以下の よ うな 問題も指嫡で きる。

  ス
ー

パ ーとの 差別化が困難
　 消 費者 はセ ル フ 方 式 の 市場 とス ーパ ーの 違 い が 分 か ら

ず，外見上は区 別 で き な い こ と か ら，セ ル フ 化後 は ス
ー

パ ーとの 厳 しい 競争を強い られ る。資本力や 経営ウハ ウ

の あ る ス
ー

パ ーと真っ 向か ら勝負す る事 は難 しく，差別

化 手 法が 重 要な課題 と して 残される 。

  地域との つ な が りが薄 れ る

　対面 方式 で 商品販売を介 し て ，従来自然発生的に行わ

れ て き た顧客 との 会 話 に よ る コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が 減少

す る。実際 には バ ッ クヤ
ー

ドで の 仕事 に追われ．表 に出

る こ と も少ない 。セ ル フ 化 し た 市 場 関係者か らは．忙 し

く な っ て 地 域 の 活 動 を積極 的 に 手が けに くい と い う声も

聞 か れ た。共同店舗運営の ノウハ ウ を持 つ 優 秀 な 人 材 を

求め地域外の 人 材 を採用 した り，経営
一

元化で 多角化や

多店舗化が 進む と．更 に 地域離れ を 起 こす可 能性は 否 定

で き な い。
  売上 高の 停滞

　物珍 しさ もあ っ て 最初は 売上 を伸 ばす も の の ，数 年 す

る と落ち込む傾 向が あ る。大阪市の セ ル フ化市場で は，
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そ の 時期 がお よそ 5 年後 と予 測されて お り，こ れ に あわ

せ た再活性化が 必要 と され て い る a 現在，大阪 で は 経 営

を一
元化する こと によ り競争力強化 を 図っ て い る。

　一例 と して ，図 14 に神戸 市のA 市場の再建事例 につ

い て ，初年度の 売上 高指 数を 100 と して売上 推移と高

度化 目標値を示 す。A 市場で は 3年目以降か ら売上 が 下

降線をたど り始めて い る こ と を 読み取 れ る。
　復興都市計画事業 の 立 ち遅れ や 復興住宅立地 の 関 係 上 ，
被災者 の地元 へ の戻 りが進 まな い こ とか ら， 再建した 市

場で 売 上 の 落 ち込 み 始 め る の が 早 くな る と考え ら れる ，
震 災後の 商業再建 に は住 ま い と

一
体 と な っ た復興プ ロ グ

ラム が必 要 とされ る 事 を強 鯛 して お き た い。
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図 14 　神戸市内A 市場の 高度化目標値と売上推移

6 ．結論

（1）再 建評価

a ）どれ だけ の 小 売市 場 が 再建 で き たか

　今回の 震災で か な りの 市場が解散して い る こ とが 分 か

っ た。　r高齢 化 亅　「後継者難亅 が 原 因 に よ る も の は 仕方

が な い が ，
「再建 メニ ュ

ー
の 少な さ 」 も原因 と して 挙げ

られ る 。 今後，地ty　・小 売 市場 ・行 政 が一丸 と な っ て 地

城性に富んだ多様な選択肢を考える こ とが望ましい 。
　小 売市場の 解散 によ り多 くの 小さ なコ ミュ ニ テ ィ

・地

域防災力が 失われ た。こ れ ら につ い て 何 を以 っ て 代替 し

て い く の か を議論す る と と も に，今後の 小 売市場活 性化

へ の 教訓 とすべ き で ある と考 える 。
b）再建の ス ピード

　再建 ス ピードに 関わ る 要因 は 先に 挙 げた。こ れ らの 要

因 に他者が関わ る こ とは 考 え に く く ， 再建ス ピー
ドは実

質，当事 者 によ る とこ ろ が 大きい。来る べ き災害 に備え

て，小 売市場関係者 に は事 前 に 「事前 の 市場活性化 ビジ

ョ ン の 作成」 と 「リーダーシ ッ プの 育成」 に努める必要

性 を 自覚 して 欲 しい。
C）再建の 方向性

　ただ で さえ褒退傾向 に あっ た小 売市場 が 再建 に 踏み 切

る に は，ある程 度 成 功 の 見込め る 方法が必要 とさ れ た。
そ の 意 味で 今回の 再建で は商業者 に投資意 欲 を 起 こ さ せ

る 再建手段がセル フ化 ひ とつ しか な か っ たと言え る 。 セ

ル フ 化 はそ もそ も 「効率」 と 「品揃え 亅 を 目指 して 開発
され た ス

ー
パ
ー

の キ ャ ッ チ ア ッ プ型 の手 法で あ り，果た

して セ ル フ化 が こ れ か らの 地域商業の あ り方 と して ふ さ

わ し い も の な の か ， も う
一
度幅広 い 視点か ら問い 直す必

要性があると考える。
（2）お わ りに

　セ ル フ 化は過去の議論の 延長線上 の 手法で 進め られ t

経営意欲に乏しい 者の 早期退場を促す仕組み として
一

定

の 効果 は上 げた が ， 薦建が 画
一

的な もの とな り， 地城 の

特 性 を活 か した 市場の 将 来像 が描 け きれ て い な い 。優 良

建築物等整備事業は敷地内の 権利者 の 思感の 差異を埋め

る 手法 と し て一定 の 効力 を発揮 したが，地域の 住宅復興

に歩みをそ ろえ な い と ， 地域商業単独 で の 復興で は あま

り意味が な い と こ ろが 工 業復興 な ど と 異な る 点で あ る ．
多様 な再 建プロ グラム を開 発す る と共 に住まい の 再 建と

連 動 した復 興戦略 を持 つ 必要が あ る。

　震災は被災した小 売市場 に とっ て は ゼ ロ か らの 再ス タ
ー

トで あ り，新たな地域 小売業の 可能性を試すチ ャ ンス

で も あ っ た n 事 前 に非 常 事磁 を含 めた 地 域 商業 ビ ジ ョ ン

に つ い て 十分 な議論がなされて い なければ，今回 の 再 建

に見 られ る よ うに従 来 の 問題 点 を 引 きず っ た ままの 再建

とな りかねない 。

　 小 売 市場 で はセ ル フ 化 が進 む こ とで ，そ れ まで の 生業

的な経営が批判され，他店舗との 競争 の 中で効率性ばか

りが 重視 さ れ る 傾向に ある 。 しか し，旧来市場が担 っ て

きた 地域 コ ミュ ニ テ ィ にお け る役割 を果 たすた め に は，
「商 人 の 時間的余裕」「客との 十分な接点」と い っ た要 素 を

欠 く こ とはで き ず，必ず しも現在 の傾 向が望 ま しい こ と

ば か りとは い えない 。 今後は効率性とい っ た要 素だけ に

と らわれ ず．地 域 Npe との 連携 な ど も視 野 に入れ なが ら，
地 域 にお ける 福祉的役割を取り入れる などして，被災後

の 地 域 商業復 興 戦 略 を描 く事 が求め られ よ う 17》’19｝。
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　なお，‡研 究は文部科学省大都市大 震災 軽減化 特別 プ ロ ジ ェ

ク ト ・課題1V−3 サブ研究 「地域経済復興支援方策の 開発研究 1
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の 一貫 として 行われました ．

補注

（［）小売市場 （い ち｝蔚 は ， 公道 の両側に店舗群が 並ぷ商店街と

は異 な る 形式 の地 域商業集積単位で あり，「小売商業調 整特別 攅

置法」 （昭和 34年，法律 155号） による と次 の よ うに定義さ れ

て い る．「一の 建物で あ っ て そ の 建物内店舗 面積 （小売業 を営む

ため 店舗の用に 供さ れ る床面積） の 大部分が 50  未満の 店舗面

積に 区分され，かっ 10以 上 の小売 商 （野菜 ・青果 ・魚介類の 販
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売を 行う） の 店舖の用 に 供される もの 」e また，小売市榻は公設

市場 と私 股市場 に分 ける こ とが で きる。公股 市場は ， 第
一
次低

界大戦後の 生活物資高騰によ り，応急策 と して東京，大阪 を始

め全 国各地 で 日用 品廉売所 を 官民合 同で 開股したの が始 ま りと

され て い る．そ の 後，閑西 圏 で は買 回 り品 ニ ーズを満た すた め

の 商業機能 を担 っ てきた。私設 市場 には，自然発生的 にで きた

も の と 計 画 的 に 開発 され た も の があ る。京都 の 錦市場や 大阪の

黒 門 市場 に代表 される長 い 歴 史と伝 統を 有す る市壗 も あ り，地

域 に 根 ざし た多 く の 小売市場 が 関西 圏を 中心 に地域商桑 にお い

て
一定の 役割 を果 た して い る。一方，関東圏 で は この 様 な 小売

市場は ほ と ん ど残っ て お らず，商店 街の 形 態で地域 に定 着して

い る点で 。小売市場は闘西に 特徴的な形 態で ある とい え よ う“
（2）東灘区青木 （おお ぎ》市場火災では，500m先の海岸 か ら海

水を ポン プで圧 送 した注水作業が 行わ れ た が，国道 43号粮を 走

る車に ホー
ス を踏 まれ て 奏効 しなか っ た。住民 が通行 規制を試

みた が 従う車が 無 く ， や む な く市場の 人た ちも協力 して 酒屋の

ビール 瓶 ケー
ス をバ リヤー

と して 並べ た り，ビ ンを 国 道 に投 げ

つ け て 散 乱 させ る な ど して 漸 く 1車線に通行規制 し，ホー
ス を

保護す る こ とが出来た こ とが住民 の 手記な どで 報告 され て い る。
（3）販売 形態 として ，対面式 とセ ル フ 式の二 通 りが あ り，対面販

売か ら セ ル フ 販売 へ 変 える こ とを rセ ル フ化亅 と呼ん で いる．
厳密 に い う と，セ ル フ 化 に も 2通 り あ り，ス ーパーの 形鱈で あ

る 「オ ン ・オーナー型」 と，神戸市が維 進 した 「オ
ー

ナ
ー

セ ル

フ型 」 で あ り，一般的にセル フ 化 と い え ば こ の オーナーセル フ

型をさす。複 数の 経営者で 構成 され る 小 売市場が 業態 変換 を考

え る場 合，一
定の 工 夫が必要 となり，共同店舗の 形 態 で個 店 経

営をペ ー
ス にセル フ 店舗を展 囲する仕組みである オーナーセル

フ型 が 編み 出され た。個店 は組合員 として 出資者 で あ る と同時

に，共同店舗 の店 子で もある e 中小 小 売商業高度化事 業を使 う

こ とに よ っ て ，備 品等の 整備 費用の 9 割まで を畏期無利子 融資

で まか なえるな どの有利な 制度と連動 して い る 。
（4）小 売 市場政策 にお ける 「効率化亅 とは，オー

ナ
ー

セ ル フ化等

に伴な う 協同 組 合 あ る い は振 興親 合 の 設立 に よ り交渉 力を高め

て、仕入業 務を集 約 した り，仕 入先か らの 有利な条 件 を引 出す
一方，店頭 人 員 の 省力化 に よ っ て コ ス トダ ウ ンをはか る こ とで

ある．また， POS導入によ り売れ筋情報の 分析結果 に即応 した

仕 入 れ 業 務 へ の反 映 な ど，会 計 シ ス テ ム と連動 した 1丁 化 の 取 り

組み もある 。 効率化 を追求す る と，最終的に は個店オ
ー

ナ
ー

の

集合体 と して の 組合組 織で は な く株式会社へ の 転換を 目指さざ

る を得な くな り，経営の
一

元 化 に よ り意 思決 定 シス テ ム そ の も

の の効率化が可能とな る。
一方，　「品揃え亅 の充実に っ いて は ，

競合す る 個店任せ で は住み 分 け が 実現 しな い ため，偶店 間の 調

整や 手簿 な業種 の補充が求め られる 。セル フ 化に よ っ て 市場全

体 と して の 商業経 営 畛 断を行い，業 種が 重複する個店 間の競合

を 回避する と共 に業種転換を推進 した り，組 合で 新粱種導入 の

リス ク を負担す る こと で，小 売 市 場 全体 と して 品揃え を充実 さ

せ 魅力の 向上 を図る手 法が とられて い る。また集団 経 営 によ り，
確かな経営戦略の も とで事業 の品揃え強化 に取 り組める。
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